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百

船

の

泊

つ

る

対

馬

の

あ

さ

ぢ

山 

し

ぐ

れ

の

雨

に

も

み

た

ひ

に

け

り 

 

碑

文

は

、

「

万

葉

集

」

巻

第

一

五

・

三

六

九

七

番

の

遣

新

羅

使

人

に

よ

っ

て

詠

ま

れ

た

歌

で

あ

る

。 

詞

書

に

、

遣

新

羅

使

の

船

団

が

順

風

を

待

っ

て

浅

茅

の

浦

に

五

日

間

停

泊

し

た

時

に

詠

ま

れ

た

も

の

と

あ

る

。

対

馬

は

遣

新

羅

使

に

と

っ

て

、

交

通

の

要

所

で

あ

り

、

水

や

食

糧

の

補

給

地

で

も

あ

っ

た

。

国

境

の

島

の

浅

茅

湾

か

ら

眺

め

た

山

々

が

黄

葉

し

て

い

く

晩

秋

の

美

し

い

景

色

を

詠

ん

で

い

る

。 

碑

は

、

昭

和

四

十

七

年

に

当

時

の

国

民

宿

舎

前

に

建

立

さ

れ

た

。

美

津

島

町

内

に

は

、

こ

の

他

、

グ

リ

ー

ン

パ

ー

ク

内

や

万

関

展

望

台

な

ど

数

カ

所

に

万

葉

歌

碑

が

あ

る

。 

五

島

や

壱

岐

に

も

万

葉

歌

碑

が

あ

り

、

本

県

と

万

葉

集

と

の

関

わ

り

は

深

い

。

家

族

や

故

郷

と

の

別

れ

は

、

時

代

を

超

え

て

胸

に

迫

る

も

の

が

あ

る

。 


